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町民のうごき

世帯数  1，858・人口 男 3，852 女 4，043 計 7，895(昭和62年 3月31日現在)


出生男  2女 1計 3・死亡男  5女 2計 7・転入男20女17計37・転出男19女22計41(昭和62年 3月中)

広報かつうら 5月号=203・昭和62年 5月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2 -2511附


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
春の交通安全運動5月11日～20日

MUS04
テキストボックス
ぼくらはピカピカの一年生交通ルールを守ります
ドライバーのおじちゃんも安全運転して下さい

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第� 203号 ヵ、 て〉 つ ら 昭和� 62年� 5月� 1日� (2) 

歳入�  19億� 1，176万� 8千円
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千円
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地方交付税

930，000 
(48.6%) 

国庫支出金� 38，405 分担金及び負担金� 
町償� 98，400(5.1%) 62242(3.3%)

・ー・� 

農林水産業費� 
403

句� 

地方綴与税� 33，877(1 .8%) 使用料及び手数料� 

自動車取得税交付金・交通安全対策持別交付金� 
43，801(2.3%) 

18，862(1. 0%) 財産収入� 17，47l (0.9%) 

歳出�  19億� 1，176万� 8千円

総務費�  

473，648 
(24，8%) 

公償資�  

，672 377，110 
(21.1 %) (1 9.7%) 

予備貸・災害復旧費� 18，730(0.9%)ノ

MUS04
テキストボックス
昭和62年度一般会計当初予算が決まる
19億1176万8千円



ま
す
。こ

の
中
で
、
投
資
的
経

費
に
つ
い
て
は
、
真
に
町

底
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

町民 1人当だりに 
242，149円

(3) 昭和 62年 5月 l日 ヵ、 竺フ つ ら 第203号

町民 1人当 だりに 38，731円

中
村
芳
生
さ
ん

hv日
下
君

今
度
は

西
日
本

さ
る
三
月
の
昭
和
六
十
一
年
度


読
売
紙
上
書
道
展
に
お
い
て
、
日


下
敏
幸
君
(
横
瀬
)
が
小
学
校
高


学
年
の
部
で
最
優
秀
に
選
ば
れ
、


西
日
本

一
の
座
を
獲
得
し
ま
し
た
。


日
下
君
は
、
昨
年
第
二
十
一
回

高
野
山
競
書
大
会
で
も
弘
法
大
師

1T 

中雪

村霊

叙芳員

勲さ
生

をん

受が

け 

る

一¥ 

昭
和
六
十
二
年
度


予
算
の
概
要


昭
和
六
十

一
年
度
末
の
町
債
発

行
残
高
は
、
約
二
十
五
億
円
と
な

っ
で
お
り
、
六
十
二
年
度
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
債
費
も

累
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
方
交

付
税
等
、
一
般
財
源
の
伸
、
び
に
期

待
が
持
て
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
本
年
度
も
昨
年
度
に
引

き
続
き
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
厳
し
い

財
政
事
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
予
算
は
、
本

町
財
政
健
全
化
計
画
に
沿
っ
て
編

成
さ
れ
た
、
年
聞
を
通
じ

た
総
合
予
算
と
な
っ
て
い

当
町
の
行
政
相
談
委
員
中
村
芳

生
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
と
し
て

の
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
四

月
二
十
九
日
叙
黙
(
勲
五
等
双
光

旭
日
章
)
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
昭
和
三
十
六
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
二
十
六
年
間

に
わ
た
り
、
当
町
の
行
政
相
談
委

員
と
し
て
行
政
相
談
制
度
の
普
及

活
動
に
尽
く
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
住
民
と
行
政
機
関
の
橋

渡
し
役
と
し
て
の
功
労
が
認
め
ら

賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
心
に
残
る

小
学
校
最
後
の
年
で
あ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
た

る
も
の
に
つ
い
て
、
事
業
の
優
先

度
合
、
事
業
効
果
、
将
来
の
財
政

負
担
、
既
存
事
業
と
の
関
係
等
を

十
分
勘
案
し
て
事
業
の
選
択
を
行

っ
て
い
ま
す
。

経
常
的
な
経
費
に
つ
い
て
は
、

徹
底
的
に
洗
い
直
し
を
行
い
、
な

お
一
層
の
節
減
合
理
化
に
努
め
ま

し
た
。

新
聞
紙
上
等
で
大
き
く
報
道
さ

れ
た
売
上
税
関
連
予
算
の
計
上
に

つ
い
て
は
、
売
上
税
の
創
設
を
め

ぐ
る
諸
状
勢
を
判
断
し
て
、
本
町

の
当
初
予
算
は
、
従
来
ど
お
り
で

編
成
し
計
上
し
ま
し
た
。

売
上
税
の
創
設
、
税
制
改
革
等

に
伴
う
歳
入
予
算
は
、
補
正
予
算

で
措
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

れ
、
こ
の
た
び
、
受
章
さ
れ
た
も

の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
、
お
元
気
で
町
民
の
た
め
に

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す。日
下
君
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



治、 てコ第203号 つ ら 昭和62年� 5月 l日 (4) 

1 か月 に つ き �  1 か 月 に つ き

11'牛 100万円以上� 1件� 100万円未満 よ口入 言十

区 分 の高額 医療費 の高額医療費

件数 医療費 件 数 医 療 費 件数 医 療 費

件約 方円� 1キギ� j 万円 件約 万円

昭和60年度� 3 400 360 7，800 363 8，200 

昭和61年度� 28 3，500 481 

121 

9，800 

2，000 

509 13，300 

146 5，100差引噌加�  25 3‘100

皆
さ
ん
も
す
で
に
ご
承
知
と
は

思
い
ま
す
が
、
毎
年
上
昇
し
て
き

た
医
療
費
の
っ
ち
、
昭
和
六
十

一

年
度
は
特
に
、
高
額
医
療
費
が
急

激
に
増
加
し
、
昭
和
六
十
年
度
に

比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
は
、
昭
和
六
十
一
年
十

二
月
末
現
在
の
も
の
で
す
が
、
実

に
五
千
万
円
を
超
え
る
多
額
の
高

額
医
療
費
が
必
要
と
な
り
、
昭
和

六
十
一
年
度
単
年
度
の
決
算
は
お

よ
そ
五
千
万
円
の
赤
字
に
な
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
昭
和
六
十
二
年

度
に
は
、
い
ま
ま
で
に
積
み
立
て

て
い
た
財
政
調
整
基
金
二
千
万
円

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

を
繰
り
入
れ
し
て
も
、
な
お
保
険

の
よ
う
に
窮
迫
し
た
国
保
財
政
の

税
を
三
八

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
引

現
状
を
十
分
ご
認
識
賜
わ
り
、
適

き
上
げ
な
け
れ
ば
、
健
全
な
財
政

正
受
診
や
各
種
検
診
を
積
極
的
に

運
営
か
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

受
診
さ
れ
、
早
期
発
見
・
早
期
治

い
ま
す
。

療
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

こ
の
間
に
お
い
て
、
町
議
会
の

い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
と
も
協
議
し
、
国
・
県
に

対
し
て
抜
本
的
な
財
政
対
策
を
再

勝
浦
町
税
務
保
険
課

三
に
わ
た
り
強
力
に
要
望

・
陳
情

(
保
険
税
は
全
体
の
医
療
費
が
上
が
る
と
上
が
り
ま
す
)

ρ

。

e

郷土の大先輩

田村甚蔵さん記念コーナー

=横瀬小学校=

横
瀬
小
学
校
に
、
勝
浦
町
大
字

三
渓
(
前
川
)
出
身
の
田
村
甚
蔵

さ
ん
を
た
た
え
る
記
念
コ
ー
ナ
ー

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田
村

さ
ん
が
古
里
の
母
校
に
思
い
弁
寄

せ
ら
れ
、
後
輩
の
励
み
の
一
助
に

と
、
氏
が
今
ま
で
に
受
賞
さ
れ
た

数
々
の
賞
状
・感
謝
状
・記
念
品
・

図
書

・
造
材
フ
ィ
ル
ム
等
券
寄
贈

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

企田村甚蔵さん記念コーナー

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保財政危機



p・

や
が
て
は
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

h
F
す
こ
し
の
聞
に
集
っ
た
ゴ
ミ
の

山

てコヵ、(5) 昭和62年 5月 1日 

大」、。

l
ム

つ ら 第203号

変
更
が
あ
る
場
合
も
連
絡
し
て
下

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

チ
l
ム
で
チ 

ム
名

・
代
表
者
の

l

文
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る

一
月
上
旬
)
開
催
日
前
日
を
基

準
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
。

青年会員 

イ憂 勝 〈男子〉 消防第 9分団

〈女子〉 勝浦みかん娘

準優勝 〈男子〉 星奇チーム

〈女子〉 星奇チーム

@~固U3aEUCD団史a

今
年
で
一

一
年
目


小
さ
な
活
動
で
も

さ
る
三
月
十
五
日
に
青
年
ム
五
の

会
員
が
、
町
弁
花
で
う
ず
め
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
に
ひ
き
続

き
町
内
数
箇
所
に
桜
の
苗
木
を
植

え
ま
し
た
。
今
年
は
、
与
川
内
農

村
公
園
・
星
小
〈
口
お
四
国
さ
ん
・
石

原
竹
重
石
油
下
の
県
道
添
い
ヘ
約

百
本
の
苗
木
を
植
え
た
そ
う
で
す
。

植
樹
を
終
え
た
会
員
の
方
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

企植樹する

昨
年
植
え
た
桜
は
今
年
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
今
年
植
え
た
桜
も

来
年
は
花
を
咲
か
せ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
植
え
た
木
が
花

を
咲
か
せ
る
と
い
う
の
は
、
こ
と

ば
に
表
せ
な
い
ほ
ど
の
感
激
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
が
大
き

く
な
れ
ば
、
町
内
に
桜
の
名
所
が

た
く
さ
ん
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

五
年
後
十
年
後
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
大
事
に
し
て

や
っ
て
下
さ
い
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
す
か
ら
、

少
し
で
も
よ
く
し
た
い
と
思
う
し
、

ま
た
、
手
を
加
え
れ
ば
加
え
る
ほ

ど
愛
着
も
大
き
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

続
け
て
、
だ
い
じ
な
ふ
る
さ
と
を

よ
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
、
石
原
に
木
を
植

え
た
時
に
で
て
き
た
ゴ
ミ
の
多
さ

に
は
、
驚
き
ま
し
た
。
木
を
植
え

よ
う
と
土
地
を
九
後
ら
し
て
い
る
聞

に
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ

が
で
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
も
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
気
を

つ
け
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「出
場
チ

募
集
の
お
知
ら
せ
」

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
及
、
び
中
央
大
会
の
町
予
選

を
登
録
チ 

ム
に
よ
っ
て
行
う
こ

l

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
月
十
一
日
ま
で
に
町
教
育
委
員

会
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
部
門

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

壮
年
の
部
(
四
十
歳
以
上
)

成
年
の
部
・
茎
妊
婦
人
の
部

〈
軟
式
野
球
〉

壮
年
の
部
(
四
十
歳
以
上
)

成
年
の
部

-
選
手
資
格

O
町
内
に
六
か
月
以
上
(
十
一
月

上
旬
現
在
)
引
き
続
い
て
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

登
録
を
希
望
す
る
チ 

ム
は
、

l

O
年
齢
の
計
算
は
、
中
央
大
会
(
十

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今年で二年目
小さな活動でも
やがて花は咲かせます

MUS04
テキストボックス
第12回県民スポーツ祭
勝浦町予選大会



V

く
縛
る 
o 

v十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り
を

と
い
て
血
を
通
し
、
ま
た
縛
る
。

勝
浦
病
院
(
勝
浦
町
棚
野
)

g
D八
八
五
回 

一
丁
二
五
五
五

l
五 

A

フ
月
の
農
作
業
メ
モ

M

l

第� 203号 治、 イコ つ ら� 昭和� 62年� 5月� 1日 (6) 

剤
二
千
倍
液
等
を
散
布
し
ま
す

訪
花
害
虫

・ハ

マ
キ
ム
シ
に
は

デ
ナ
ポ
ン
八
百
倍
液
を
開
花
初
期

と
コ
百
後
に
も
う
一
回
散
布
。

チ
ヤ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は

オ
ル
ト
ラ
ン
千
五
百
倍
液
の
散
布

(
@
本
窓
口
虫
は
花
の
頃
よ
り
初
秋

期
ま
で
続
き
ま
す
の
で
今
回
の
み

の
防
除
で
は
防
き
さ
れ
ま
せ
ん

そ
う
か
病

・
こ
く
て
ん
病
に
は

五
月
下
旬
か
ら
六
月
初
旬
に
デ
ラ

ン
千
倍
液
を
散
布
。
ま
た
、
下
旬

V V V vに
ボ
ル
ド
ー
液
を
散
布
す
る
と
き

は
五
|
図
式
、
六
月
に
入
れ
ば
六

六
式
と
し
ま
す
。

-
花
肥
の
施
用

全
町
的
に
豊
作
型
で
着
花
数
も

多
い
の
で
、
閣
の
状
況
に
よ
り
花

肥
の
施
用
が
必
要
な
園
も
あ
る
と o)

O

思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
施
肥
量
や

樹
勢
、
昨
年
の
成
り
等
を
勘
案

し
施
用
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
で

V

き
る
だ
け
早
く
チ
ッ
ソ
肥
料
を
施

用
し
て
下
さ
い
。

一
般
的
に
は
十

ア
ー
ル
当
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
三 
1

四
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
で
す
。

協

う

め

今
年
は
不
作
の
年
で
す
が
、
品


質
の
差
に
よ
り
値
は
大
き
く
開
く


と
思
い
ま
す
。


黒
星
病
に
は
上
旬
に
オ 

ソ
サ

イ
ド
八
百
倍
液
を
、
下
旬
頃
に
は

ト
ッ
プ
ジ
ン 

千
五
百
倍
液
に
サ

傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
所
を
強

リ
チ
オ
ン
乳
剤
千
倍
を
加
用
し
た

も
の
を
散
布
し
、
ウ
メ
シ
ロ
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
を
も
併
殺
す
る
。

め

か

き

カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生

に
注
意
し
発
生
初
期
に
オ
ル
ト
ラ

ン
水
和
剤
千
五
百
倍
液
を
散
布
。

ハ

轡

キ
ユ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

ハ
マ
キ
ム
シ
類
、
ク
ワ
シ
ロ
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
、
う
ど
ん
こ
病
に
は

サ
リ
チ
オ
ン
乳
剤
千
倍
加
用
ジ
マ

ン
ダ
イ
セ
ン
六
百
倍
液
を
散
布
。

灰
色
カ
ビ
病
に
は
ト
ッ
プ
ジ
ケ


千
五
百
倍
液
を
散
布
。


仏叫
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

M V V V

本
川
へ
の
割
り
あ
て
面
積
三

二

・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
目
標
達
成

ま
で
に
あ
と

一
息
の
と
こ
ろ
ま
で

に
す
る
こ
と
。
)
浸
漬
中
は
六
回
程

度
か
く
は
ん
す
る
。
消
毒
後
陰
干

し
は
、
十
二
時
間
以
上
う
す
く
広

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
一 

げ
て
行
い
風
乾
固
着
す
る
。 

達
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き

O
O
M
m

催

芽

鳩
胸
状
態
に
な
る
ま
で
行
う

播
種
量

v V

o 

今
月
か
ら
は
各
作
物
と
も
、
農

作
業
は
急
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
作
業
内
容
も
多
く
な
り
、

紙
面
の
都
合
で
十
分
な
説
明
も
で

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
主
な
項

目
だ
け
を
説
明
し
、
詳
細
に
つ
い

て
は
技
術
員
の
方
に
よ
く
お
聞
き

下
さ
い
。

一
'
)
み

か

ん

・
圏
内
の
雑
草
退
治

樹
冠
下
は
も
ち
ろ
ん
、
圏
全
体

に
雑
草
の
な
い
こ
と
が
理
想
で
す
。

今
、
雑
草
を
放
任
す
れ
ば
春
肥


の
吸
収
が
妨
げ
ら
れ
、
地
温
の
上


昇
が
遅
れ
、
し
た
が
っ
て
開
花
期


が
遅
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
収
穫


ま
で
の
生
育
期
間
が
短
い
こ
と
に


な
り
、
昧
の
良
い
み
か
ん
と
は
な


り
に
く
い
の
で
す
。
さ
っ
そ
く
刈


り
取
り
か
、
除
草
剤
の
散
布
を
行


っ
て
下
さ
い
。


-
病
虫
害
防
除


ア
ブ
ラ
虫
は
エ
ス
卜 

一
箱
当
り
百 
1
百
二
十
グ
ラ
ム

※
ポ
ッ
ト
育
苗
液
肥
一
立
方
セ

ン

チ
刷
、
タ
チ
ガ
レ
ン
液
肥
は
三
十

グ
ラ
ム
は
播
種
前
の
か
ん
水
に
混

和
す
る
よ
い
ず
れ
も

一
箱
当
り
)

血
清
の
保
管
場
所

上
勝
町
診
療
所

(上
勝
町
福
原
) 

2
0八
八
五
回 

六
1
0
三 

二

上
勝
町
第
二
診
療
所 

l

O

(上
勝
町
正
木
)

合

口
八
八
五
回 

水
w

稲

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
水
田
と
し
て
作
る
分
に

つ
い
て
は
良
質
米
を
し
っ
か
り
作

っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

ま
ず
良
い
品
種
を
選
び
、
種
子

消
毒
か
ら
出
発
し
ま
す
。 

塩
水
選
と
種
子
消
毒

V
水
十
八
リ
ッ
ト
ル
に

つ
き
食
塩

は
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
塩
水
選

後
は
十
分
水
洗
い
を
し
、
水
切
り

し
た
も
み
を
ベ
ン
レ 

ト 

水
和

l

T

剤
二
百
倍
液
に
四
十
八
時
間
浸
潰

す
る
が
、
途
中
二
十
四
時
間
後
に

今
年
も
転
作
に
ご
協
力
い
た
だ
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
を
加
え
る
よ
ス

応
急
処
置
と
受
診

ミ
チ
オ
ン
は
千
倍
液
に
な
る
よ
う

y
ク
ス
乳

O
勝
浦
郡

l

け v
る一
。刻

も
早
く
医
師
の
言合

察
を
受� 

一
五
二

l

O

母の日

MUS04
テキストボックス
成功させよう
第35回全国かんきつ研究大会
開会まであと125日

MUS04
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まむしにかまれたら
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月� 

16日

春の雪笠「
 

春の行政相談週間(5月10日-16日) 日

五
月
十
日
(
日
)
か
ら
十
六
日

(
土
)
ま
で
の
一
週
間
は
、
「春

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

こ
の
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し

て
地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し

て
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
行
政
の
仕
事
に
つ

い
て
苦
情
や
喜
王
な
ど
の
あ
る
方

は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
下
さ
い
。

勝
浦
町
担
亘
の
行
政
相
談
委
員

は
、
中
村
芳
生
さ
ん
(
沼
江

・
二

|
一
二
一
一

三
)
で
す
。

行
政
担
談
所

・
日
時
五
月
一
日
(
金
)
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時

・
場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
相
談
員
行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員

心
配
ご
と
相
談
員

官
山


ち
ょ
っ
と一言

 

み
な
さ
ん

気
を
つ
け
ま
せ
ん
か

H

場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

返

信 

1
1
編
集
部
か
ら

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ご
意
見
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。
病
院
を
利
用
さ
れ
る
方

み
ん
な
、
が
気
を
つ
け
て
項
き
た
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
分
か
り
ゃ
す

い
標
識
に
つ
い
て
も
早
急
に
立
て

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
お
気
づ
き
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

社
会
総
合
大
学

ム 

。
学
習
巳
の
お
知
ら
せ
。

習
{
主
子
級

五
月
七
日

(
木
)

五
月
二
十
八
日
(
木
)

時

間

午

後
七
時
1
九
時

墨
絵
学
級

室
息
至五

月
七
日
(
木
)

五
月
十
七
日
(
日
)

時
間
午
後
七
時
三
十
分
1
午


後
九
時
三
十
分


場
附
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図


短
歌
学
級

室墨且五
月
九
日
(
土
)


時
間
午
後
一
時
か
ら


場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図


室
息
主

事長
M

老
人
医
療
の

お

知

ら

H

救
急
出
入
口
で
あ
る
病
院
の
玄
関
前
に
、
自
転
車
・原
付
二
輪
車
・

乗
用
車
な
ど
が
毎
日
の
よ
う
に
止
め
て
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け
、
驚

き
ま
す
。
こ
こ
は
、
一
刻
を
争
う
急
病
人

・
け
が
人
を
乗
せ
た
救
急

車
、
が
い
つ
出
入
り
す
る
か
わ
か
ら
な
い
場
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
平
気
で
駐
車
し
て
い
ま
す
。

い
つ
自
分
や
身
内
の
者
が
お
世
話
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
思
う

と
、
人
ご
と
で
は
な
く
こ
こ
へ
は
絶
対
に
何
も
止
め
る
べ
き
で
は
な

会
議
額
認
定
証
が
五
月
一
一
干
一
日

を
も
っ
て
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す

の
で
、
六
月
十
日
ま
で
に
再
申
請

の
手
続
き
に
印
鑑
を
も
っ
て
住
民

福
祉
課
ま
で
来
で
く
だ
さ
い
。
先

に
認
定
さ
れ
て
い
て
も
、
左
記
の

条
件
に
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば
認

定
で
き
ま
せ
ん。

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
を
有

し
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を

ま
す
。駐

車
禁
止
の
斜
線
が
あ
る
の
に
気
づ
か
ず
に
置
く
の
で
し
ょ
う
か
。

駐
車
場
は
玄
関
の
前
・
南
側
に
広
く
あ
り
満
車
し
て
い
る
こ
と
は
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
転
車
置
場
も
少
し
狭
い
で
す
が
あ
り
ま

す
。
「
す
こ
し
の
間
だ
け
」
と
思
い
置
く
の
で
し
ょ
う
が
、

ど
れ
だ

け
迷
惑
し
で
い
る
か
気
が
つ
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

先
日
も
帰
宅
し
よ
う
と
、
自
転
車
置
場
ま
で
来
た
時
に
、
ち
ょ
う

ど
救
急
車
、
が
着
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
職
員
の
方
が
あ
わ
て
て
自
転

車
を
の
け
て
い
る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。

病
院
利
用
者
は
、
こ
の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う
お
互
い
に
万
全
を

期
し
、
理
解
し
合
っ
て
、
急
病
人

・
け
が
人
の
便
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
当
局
・
病
院
側
も
「
玄
関
前
救
急
出
入
口
に
つ
き
駐
停

車
禁
止
」
の
標
識
を
、
子
供

・
お
年
寄
り
に
も
分
か
り
ゃ
す
く
書
い

て
立
て
て
項
き
た
い
も
の
で
す
。

一
付
き
添
い
者

主
と
し
て
維
持
す
る
者
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と。

山
当
該
医
療
を
受
け
る
日
の
属

す
る
年
度
分
の
市
町
村
民
税
が

課
さ
れ
な
い
も
の
又
は
市
町
村

の
条
例
に
よ
り
免
除
さ
れ
た
者
。

間
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要

保
護
者
で
あ
っ
て
、
厚
生
省
令

で
定
め
る
者
。

日
ご
ろ
か
ら
成
人
病
の
予
防
を
行

い
健
や
か
な
老
後
を
/

自動車税は納期内に

い
と
思
い
、
車
が
止
め
て
あ
る
の
を
見
る
た
び
に
ひ
や
ひ
や
し
て
い

せ

老
人
医
療
の
入
院
時
一
部
負
担

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
春の行政相談週間
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lと
(
O

N

H

の
野

辿
り
着
く
札
所
木
の
芽
の
香
ぐ
わ

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

〉
ノ
¥

自
衛
官
募
集

足
一
冗
に
こ
ぶ
し
も
た
げ
し
初
蕨

沼
江
梅
山
み
ず
ほ

棚

野

谷

新

太

郎

貝
拾
う
波
打
つ
岩
に
鹿
尾
菜
生
う

募
集
種
目

二
等
陸

・
海

・
空
士

次
の
と
お
り
、
四
月

一
日
付
け

軒
の
巣
の
下
検
分
か
初
つ
ぱ
め

沼

江

山

丸

千

絵

応
募
資
格
日
本
国
籍
を
有
す
る

で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

〈
俳
句
〉

杉
苗
弁
』
植
え
る
や
孫
を
思
い
つ
つ

虫
喰
べ
て
口
淡
い
と
や
初
燕

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の

た
。
(
)
は
旧
任
で
す
。

棚

野

島

松

富

沼

江

大

岡

初

音

者

横
瀬
保
育
所

坂

本

谷

富

士

初
蕨
ま
ず
一
と
皿
は
仏
前
に

風
呼
ん
で
万
の
鈴
振
る
花
馬
酔
木

受
付
期
間

常
時
受
付

・
毎
月
採

所
長
兼
務

中
川
恵
美
子

腰
少
し
曲
り
て
重
し
菜
種
梅
雨

お
遍
路
の
列
歓
声
の
花
吹
雪

横

瀬

稼

勢

銀

星

用

次

長

山
田
智
恵
子
(
生

花
冷
に
町
の
時
報
の
澄
み
わ
た
り

生

名

滝

口

良

一

鯉
蛾
り
の
竿
材
る
杉
の
山
巡
ぐ
る

身

分

特
別
職
国
家
公
務
員

比
奈
保
育
所
)

与
川
内
新
居
き
く
え

一
と
筋
の
遍
路
か
す
み
の
杉
並
木

家
を
問
う
人
に
指
差
す
鯉
峨
り

給

与

初
任
給
十

一
万
二
百

主
任
保
母

福
井
福
美
(
保
母
)

木
犀
の
香
も
連
れ
戻
る
月
の
夜

藁
屋
根
の
残
り
て
浜
の
春
う
ら
ら

円
・
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回

保

母

阿
望
美
登
里
(
沼

婚
の
荷
に
付
き
し
寿
春
の
庭

掛

谷

駒

津

光

洋

出
詠
〆
切
は
毎
月
五
日
ま
で
に
三
句
ハ
ガ

※
詳
し
く
は
徳
島
地
方
連
絡
部
小

江
保
育
所
)

横

瀬

錦

内

常

一

子
造
り
の
わ
ら
じ
も
置
い
て
遍
路

キ
で

松
島
分
駐
所
�
 
八
八
五
三

二

生
比
奈
保
育
所

送
リ
先
勝
浦
町
三
渓
稼
勢
広
夫
ま
で

春
の
水
光
る
桂
藻
臼
魚
か
な

宿

町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

|
六
九
六
二
文
は
役
場
総
務
課

主
任
保
母
志
摩
道
子
(
沼
江

選
抜
の
球
宴
終
え
し
甲
子
園

掛

谷

斎

藤

重

子

次
回
は
短
敬
、
げ
で
の
次
は
川
柳
と
焚
代
に

へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

保
育
所
)

立

川

堀

梅

子

春

一
番
甘
露
煮
の
火
を
弱
め
た
り

の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

保

母

高
木
雅
子
(
新
採
)

孫
と
ゆ
く
道
は
か
ど
ら
ず
つ
く
し

沼
江
野
上
す
み
れ

沼
江
保
育
所

産
休
代
替
職
員
の
登
録

次

長

林
美
智
子
(
横
瀬

あ
の
人
か
ら
は
相
、
信
隊
で
き
な
い
よ

五
旦
二
十
日
(
土
)

保
育
所
)

⑧
⑧
⑧
⑮
⑧
 

う
な
お
も
し
ろ
い
姿
に
、
き
っ
と

午
後
七
時
開
演

昭
和
六
十
二
年
度
に
お
い
て
、

増
田
瑞
穂
(
生
比

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

介
」
こ
ス
�
 
住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
3

保
育
所
の
産
休
代
替
職
員
�
 (保
母

奈
保
育
所
)

階
大
ホ

l
ル

資
格
が
必
要
)
弁
希
望
さ
れ
る
か

な
お
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で

男
に
来
て
下
さ
い

入
場
者 き

ど
な
た
で
も
か
ま
い
ま

た
は
、
町
役
場
住
民
福
祉
課
に
あ

次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

J

せ
ん
。
入
場
料
金
は
無
料

る
登
録
申
込
書
に
よ
り
五
月
末
日

野

口

一

美

び
っ
く
り

で
す
。

ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

北

野

憲

子


問
い
合
わ
せ
先
�
 

l

松
田
キ
ク
ノ


仮
装
大
会

八
八
五
四
)
二
�
 二
五
二

ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
チ
ャ

す。

教
育
委
員
会
内
青
年
会
事
務
局

イ
ム
に
変
わ
り
ま
す

マ
午
前
七
時

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

私
た
ち
の
ま
ち
�
 か
つ
う
ら
�
 

カ
出
場
者
の
募
集
も
五
月
十
二
日

現
在
無
線
放
送
で
時
報
を
知

ド
の
吊
鐘
草

会
}
楽
し
い
ま
ち
に
す
る
青
年
会
の

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

ら
せ
て
い
る
チ
ャ
イ
ム
が
五
月

マ
午
後
五
時
タ
や
け
小
や
け

運
動
「
リ
フ
レ
�
 シ
ユ
か
?
?
と

て
ご
応
募
下
さ
い
。
詳
し
く
は
町

一
日
か
ら
次
の
と
お
り
ミ
ユ
�
 
|

そ
の
他
の
時
間
は
今
ま
で
ど

の
第
一
弾
と
し
て
び
っ
く
り
仮
装

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

広
報
四
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

ジ
�
 
y
ク
チ
ャ
イ
ム
に
変
わ
り
ま

お
り
で
す
。

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、

ち
し
て
い
ま
す
。

(
O

保

母

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
青年会通信

MUS04
テキストボックス
自衛官募集
職員人事異動
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小

松

島

市
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原

照
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勝
浦
会
館
五
月
行
事

20 18 14 13 12 1111876 
日日日日日 日日日日日
(水)(月)(木)肘(火) (月)(月)樹(木)附 

手
芸
教
室

踊
り
教
室

生
花
教
室

藤
整
至

勝
浦
同
和
問
題
研
究

会
五
月
定
例
会

着
付
教
室

習
字
教
室

踊
り
整
室

藤
教
室

生
花
教
室

手
芸
教
室

幻
日
嗣
踊
り
教
室

お
日
間
習
字
教
室

初
日 

ω
着
付
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
藤
教
室
は
七
時
三
十

分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七
時
開
講
)

時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

戸
籍
の
窓

3
月
間
日 

月
日
日

j
4

ご
結
婚
お
め
で
と
う

¥
大
字
三
渓
字
古
川

稼

勢

武

夫

/

小

松

島

市

逢

坂

妙

子

¥
大
字
三
渓
字
川

原

堺

健

司

/
大
字
清
江
字
車
ノ
口

丸
田
佳
都
子

¥

大

字

生

名

字

北

星

合

和

広

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字
棚
野

中
尾
哲
久
/
長
女

宇
西
久
保
茂
斗

子

¥

優

大
宇
中
角
福
岡
豊
裕
/
二
男

宇

前

山

幸

子

¥

和

大
字
板
本
新
居
勇
/
二
女

字
版
本
真
佐
子
¥

里

大
字
生
名
宮
本
幸
治
/
長
男

宇北

雅

美

¥

洋

大
字
三
様
天
羽

賢
/
長
女

字定岡

信
子
¥
直

大
字字
並沼
松江

上
岡� 

敏
明
/
一
二
男

茂

美

¥

和

~ 

布ィ告博 美 希 高己

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
生
名
宇
山
ノ
神
福
田
恭
典
(
ロ
歳
)

大
字
沼
江
字
神
谷
櫨
山
林
(
日
歳
)

大字
三
渓
字
立
棒
立
棒
マ
サ
ノ
(
部
歳
)

大
字
沼
江
字
並
松
岸
野
春
美
(
印
歳
)

大字
三
様
字
定
岡
呑
口

利
平
(
剖
歳
)

大
字
根
本
字
北
野
北
峯
長
太
郎
(
別
歳
)

大
字
星
谷
字
山
下
玉
置
利
助
(
部
歳
)

大
宣
谷
美
明
神
福
野
稔
(
歳
)

大
字
沼
江
字
黒
岩
山
西
ト
ヨ
ノ
(
お
歳
)

U

善
意あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

j

4

3
月
叩
日 

月
間
日

呑音福匿平
口野田 畠

豊
さ
ん
(
生
名
)

名

(

中

山

)

武
司
さ
ん
(
生
名
)

智
恵
さ
ん
(
横
瀬
)

隼
雄
さ
ん
(
横
瀬
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高

時

時

・・・
	  

ハ

両
国
品
則
前
一

E

-E
uu 

4
4
n
M
V

、
・
=
羽
斗
羽
斗

罫

~

~ 

春の全国交通安全運動� 
(5月11日一20日)

L 毛

色

午

午
朝

朝

u=
4
-
R
時

時

h
w
A
F
6
ワ 

d
g
後

後

間

午

午
ττ

』
』
記
日
日

平

休

(留置締略)

み需品
 

5月定例心配ごと相談� :憲 法 週 間 ;  
ー¥

5月1白骨 5月1日~ワ日� ; 

5月2日 勝浦病院

〔電話番号〕� 

勝浦病院�  

2-2555 

山 西医 院�  

2-3027 

湯浅医院�  

2-2003 

赤岩医院�  

2-2006 

上勝診療所�  

6-0302 

④日 上勝診療所

6日 勝浦病 院

8日 山西医院 �  

⑬日 勝浦病 院

12日 湯浅医院 �  

14日 勝浦病 院 �  

16日 勝浦病 院

18日 芳、岩 医院�  

20日 上勝診療所

22日 勝浦病 院

@日 山西医院�  

26日 勝浦病 院

28日 湯浅医院�  

30日 勝浦病 院

r"" 
; 問ぐーど� 
i 仁~L~~
;こ--1 

fiQ 

; 

; 無料法合目談所� ; 

i⑧� 5月8日(金)午前10時~午後� 3時!�  

; 徳島地方・家庭裁判所(徳島市� 

1 ⑨� 5月6日嗣午前10時~午後� 3時� i 

j 徳島地方家庭裁判所阿南支部;

(阿南市 

! 相談内容は、金銭・借地・借家・� ! 
j家事・登記 ・戸籍など法律上の問� j 
i題一切です。� i 

午前10時~午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

場所住民福祉センター� 2階� 

(平日でも受伺しておりますのて・¥

お気軽にお問い合わせください/� 

=飼い犬は必ず
つないでください=� 

不用犬買い上げ日

5月6自体)� 

5月20日同
成犬� 300円 小犬� 100円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第203号 治、 て〉 つ ら 昭和62年5月 1日 (0) 

O
歯
科
診
査

当
者
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査
及

と

き

五
月
一
日
(
金
)

び
離
乳
食
講
習
会

午
後
一
時
一
一
干
分 
1
二

時
三
十
分

五
月
二
十
二
日
(
金
)

と
こ
ろ

勝
浦
病
院

離
乳
食
議
習
会

午
後
一
時

該
当
児

昭
和
六
十
年
九
月

一
日

八分万
 

一二一時

ー
十
一
月
一
二
十
日
ま
で

乳
児
健
康
診
査

午
後
二
時
1
二

に
生
ま
れ
た
子
。

時
三
十
分

診
査
内
容 

勝
浦
病
院

f1}

の
正
し
い
指
導
が
必
要
で
す
。
該

今月の健康

こ
れ
は
環
境
の
変
化
に
順
応
で

き
ず
に
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

ひ
ど
く
な
る
と
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
陥

っ
た
り
す
る
症
状
で
す
。
症
状
と

し
て
表
面
に
出
て
く
る
形
は
、
漠

然
と
し
た
不
満
で
す
。
そ
の
不
満

は
対
人
関
係
と
か
職
場
環
境
へ
の

不
満
と
い
う
形
に
な
っ
そ
い
き
ま

す。
克
服
す
る
た
め
の
翠
烈

①
ま
ず
自
分
自
身
の
趣
味
を
持
つ

②
休
日
に
は
仕
事
会
』
忘
れ
て
気
分

転
換
を
す
る
。

③
体
を
動
か
す
。

④
毎
日
き
ち
ん
と
、
十
分
な
睡
眠

ル
笠
井
」
マ
令
。

ま
す 

7
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後

o

A

で
す
の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は

最
寄
り
の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。登

録
料

二
千
百
円

二
千
五
百
円

O。
注
射
料

と

き

と
こ
ろ

該
当
児

昭
和
六
十
一
年
十
二
月

O
内
科
一
般
診
査

O
栄
養
及
、
び
保
健
指
導

こ
の
時
期
は
身
体
、
精
神
共
に

発
達
が
著
し
く
、
自
立
心
も
め
ば

え
る
た
め
、
特
に
心
身
障
害
の
早

期
発
見
や
、
し
つ
け
、
栄
養
な
ど

巡
回
健
康
相
談

脳
卒
中

・
心
臓
病
な
ど
の
循
環

器
疾
患
と
呼
ば
れ
る
病
気
は
、
高

血
圧
や
動
脈
硬
化
を
土
台
に
し
て

お
こ
り
ま
す
。
徐
々
に
進
行
す
る

こ
の
よ
う
な
病
気
は
、
定
期
健
康

期
治
療
よ
り
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
日
程
で
巡
回
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
内
容

O
血
圧
測
定

。
尿
検
査

※
母
子
手
帳
、
問
診
票
を
ご
持
参

下
さ
い
。

料

金

女
五
月
病
を
追
放
す
る

一
日 

1
六
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

。
。
。

五
月
病
と
い
う
症
状
が
あ
り
ま

れ
た
子 

す
。
新
し
く
社
会
に
出
た
フ
レ
ッ

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

シ
ュ
マ
ン
や
、
環
境
に
変
化
が
あ

っ
た
人
た
ち
に
現
れ
ま
す
。

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)

犬
の
登
録
と

無
料

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

※
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ

、a 
O

月 日 時 間� I易 所� 

5/13(水〉 午前10時30分-11時30分 坂本集会所� 

14(木) 午後 l 時30分 ~3 時 今山公会堂� 

25(月) 午後 l 時30分 ~3 時 久国公会堂� 

27(水) 午前 10時 ~11時30分 勝 浦会館�  

28(木) 午後 1 時30分 ~3 時 星谷集会所

と

き

少
」
こ 

λ
J

該
当
児

五
月
二
十
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分

1
二

時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
葎
三
か
月
か
ら
十
八

か
月
ま
で
に
二
回
投
与

を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
四
歳
未
満
の

子
で
二
回
投
与
を
受
け

て
い
な
い
時
は
、
必
ず

受
け
て
下
さ
い
。

※
印
鑑
と
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参

下
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

庁
補
正
注
射 
H

次
の
日
程
で
補
正
注
射
を
行
い

巡回健康相 談

問

午後� 2: 00 

場� P!T 

勝農坂本事業所
- 2: 10 

午後� 2・20
与川内公会堂前

- 2: 30 
5 

勝浦町農協前
午後� 2: 40 

- 2: 50 月

勝浦町役場横 午後� 3:00 
24 ゲートポールt易� - 3: 10 

午後� 3: 20 
生名センター前

古 山 商 庖 検

日 - 3 : 30 

(日)勝� i議会館
午後� 3 : 40 
- 3 : 50 

午後� 4 : 00 
- 4: 10 

午後� 4:20 
生比奈農協前

- 4: 30 

日 程 表

日寺

y

チ
エ 

ク
に
よ
る
、
早
期
発
見
早

O
健
康
に
関
す
る
相
談

、~ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
1歳６か月児健康診査

MUS04
テキストボックス




